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例 言
１．本書は北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センタ

ーが平成１４年度に実施した森町本茅部１遺跡の調査報告書である。

２．本書の編集は、第２調査部第３調査課が行なった。執筆は、谷島由貴、中山昭大、袖岡淳子が担

当し、各項目の文末に括弧で文責を示した。

３．遺構は、現地調査においては調査員各自が実測し、各自が素図作成・事実記載を行なった。

４．遺物は、土器を袖岡淳子、石器を中山昭大、鉄製品を谷島由貴が担当した。

５．調査写真および室内撮影は、中山昭大が担当した。

６．遺物・記録類は整理及び報告書作成後、森町教育委員会が保管する。

７．調査に当たっては下記の諸機関、各氏から御指導、協力をいただいた。

北海道教育庁文化課、森町教育委員会、森町立濁川小学校、八雲町教育委員会、長万部町教育委員

会、森町教育委員会：藤田 登・荻野幸男・横山英介・佐藤 稔・原 靖寿・八重樫 誠・山田

あや子・渡辺明美、八雲町郷土資料館：三浦孝一・柴田信一、八雲町教育委員会：安西雅希・吉

田 力、札幌国際大学：吉崎昌一・椿坂恭代、北海道教育大学函館校：鴈沢好博、�北海道北方
博物館交流協会：野村 崇、北海道開拓記念館：平川善祥・山田悟郎・右代啓視、七飯町教育委

員会：石本省三、函館市教育委員会：田原良信・中村公宣・野村祐一・野辺地初雄、函館市立博

物館：長谷部一弘、函館市立博物館五稜郭分館：佐藤智雄、南茅部町教育委員会：阿部千春・福

田祐二・南茅部町埋蔵文化財調査団：小林 貢・輪島慎二・坪井睦美、上ノ国町教育委員会：松

崎水穂・斎藤邦典・松田輝哉、今金町教育委員会：寺崎康史、上磯町教育委員会：森 靖裕、木

古内町教育委員会：菅野文二・木本 豊・三上英則・大谷内愛史、知内町教育委員会：高橋豊彦

・松本征八、松前町教育委員会：久保 泰・前田正憲・谷岡康孝・天方直仁、乙部町教育委員会：

森 広樹、伊達市教育委員会：大島直行・青野友哉、泊村教育委員会：田部 淳、岩内町教育委

員会：小柳リラコ、千歳市埋蔵文化財調査センター：大谷敏三・田村俊之・豊田宏良・松田淳子、

千歳サケのふるさと館：高橋 理、恵庭市教育委員会：上屋真一・松谷純一・森 秀之・佐藤幾

子、札幌市教育委員会：加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙庭伸久・秋山洋司・石井 淳、石狩

市教育委員会：石橋孝夫・工藤義衛、江別市教育委員会：高橋正勝・野中一宏・稲垣和幸、平取

町教育委員会：森岡健治・長田佳宏、苫小牧市博物館：赤石慎三、苫小牧市：宮夫靖夫・工藤肇

・二階堂啓也・兵藤千秋・渡辺俊一・鈴木耕栄、富良野市教育委員会：杉浦重信・澤田 健、釧

路市埋蔵文化財調査センター：石川 朗、青森県埋蔵文化財センター：成田滋彦、青森教県教育

委員会：神 康夫、青森市教育委員会：遠藤正夫・児玉大成・木村淳一・小野貴之、東北町教育

委員会：古屋敷則雄、八戸市教育委員会：村木 淳・小保内裕之、野辺地町教育委員会：瀬川

滋・田中寿明、天間林村教育委員会：上野 司、階上町教育委員会：森 淳、六ヶ所村教育委員

会：浦田一二三、岩手県鷹栖町教育委員会：佐野一絵・榎本剛治、北海道浅井学園大学：三野紀

雄、群馬県埋蔵文化財調査事業団：能登 健・桜岡正信・杉山秀宏、群馬県立歴史博物館：平野

進一・右島和夫・伊藤 良・松村和男・古澤勝幸



記号等の説明
１ 本文中および図、表中では以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付した。

Ｐ：土壙

２ 掲載した実測図等の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構 １：４０ 遺物出土状況 １：２０

復原土器 １：３ 土器拓影 １：３

�片石器 １：２ 礫石器 １：３

石斧および関連する石器 １：２ 石皿・台石 １：４

鉄製品 １：２

３ 挿図中の遺物のシンボルマークは以下のとおりである。

覆土出土 床面・壙底出土 覆土出土 床面・壙底出土

土器 〇 ● �片 △ ▲

�片石器 ◇ ◆ 礫 ▽ ▼

礫石器 □ ■ 土・石製品 ☆ ★

４ 遺構図中の方位は真北を指し、細数字は標高（単位ｍ）を表している。原則としてグリッドの基

準線Ｍラインを横方向とし、図の上方がグリッドライン（Ａ・Ｂ・Ｃ…）の若いものとしている。

文中で方向を示す場合は、図の右側、北西方向を「八雲」側とし、図の左側、南東方向を「函館」

側としている。また、図の上側、南西方向を「山」側、図の下側、北東方向を「海」側と称してい

る。

５ 遺構の規模については以下の要領で示した。一部破壊されているものは現存の長さを（ ）で示

した。深さは最も高い部分と最も低い部分で計測している。

確認面の長軸／下場の長軸×確認面の短軸／下場の短軸×最大の深さ（単位ｍ）

６ 土層の標記は、基本土層についてはローマ数字、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

土層説明には『新版標準土色帖１９９７年版』と『土壌調査ハンドブック 改訂版』（１９９７ 日本ペド

ロジー学会編 博友社）を参考に、土色、土性（砂土、砂壌土、壌土、シルト質壌土、埴壌土、埴

土の６種）、粘着性（なし、弱、中、強の４種）、堅密度（すこぶるしょう、しょう、軟、堅、すこ

ぶる堅、固結の６種）、及び、層界の区分、礫の混入％（礫の大きさ、形状、風化の度合い）、その

他に分けた。

７ 石器・土製品・石製品の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記している。

剥片石器、礫石器は機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。破損

しているものについては、その値を（ ）で括ってある。
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調査風景 調査風景

Ｐ－１ セクション Ｐ－１ 完掘

Ｐ－２ セクション Ｐ－２ 完掘

図版１

Ｓ＝１：１



Ｐ－３ セクション

Ｐ－３ 完掘

Ｐ－４ セクション

Ｐ－４ 完掘

Ｐ－５ セクション

Ｐ－６ F１ 確認 Ｐ－５ 完掘

図版２

Ｓ＝１：１



Ｐ－６ Ｆ１ セクション Ｐ－６ 東西セクション

Ｐ－６ 南北セクション

Ｐ－６ 完掘

図版３

Ｓ＝１：１



Ｐ－７ セクション

Ｐ－７ 炭化物出土状況

Ｐ－７ 小ピットセクション Ｐ－７ 小ピット完掘

図版４

Ｓ＝１：１



Ⅳ層 小刀出土状況（Ｏ１９区、図Ⅳ－２１） Ⅳ層 遺物出土状況（Ｉ１３区、図Ⅳ－１７－７９）

Ⅳ層 遺物出土状況（Ｑ１２区、図Ⅳ－１－５） Ⅳ層 遺物出土状況（Ｎ１５区、図Ⅳ－３－１１）

Ⅳ層 遺物出土状況（Ｉ１６区、図Ⅳ－３－１０） Ⅶ層 遺物出土状況（Ｏ１４区、図Ⅳ－１１－１２）

道路整備 最終面調査風景

図版５

Ｓ＝１：１



拡張部分 完掘

完掘

図版６

Ｓ＝１：１



１

２

Ｐ－１ 出土遺物

３

Ｐ－２ 出土遺物

４

５

Ｐ－５ 出土遺物

７

３

６

４ ２

Ｐ－３ 出土遺物 Ｐ－６ 出土遺物

図版７
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図版８

Ｓ＝１：１



包含層出土 小刀

図版９

Ｓ＝１：１
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包含層出土 土器（１）

図版１０

Ｓ＝１：１
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包含層出土 土器（２）

図版１１

Ｓ＝１：１
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図版１２

Ｓ＝１：１
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包含層出土 土器（８）
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５９ ６２

６０

６３

６１

６４ ６５

包含層出土 土器（９）
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１ ３ ４ ６
２ ５

１０

７
８

９

１１

１２

１７
１５

１６ １３

石鏃、石錐、つまみ付ナイフ

包含層出土 石器（１）
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２０１４ １９１８
２１

２４

２３ ２２

２５

２６
２７ ２８

つまみ付ナイフ、スクレイパー

包含層出土 石器（２）

図版２０
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３０
３１

２９

３４

３３

３２

３５

スクレイパー

包含層出土 石器（３）

図版２１
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３６ ３７ ３８

４０
３９

４１ ４４４２
４３

スクレイパー

包含層出土 石器（４）

図版２２
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４６

４５ ４８

４９

４７

５１

５０

Ｒ・Ｕフレイク、石核

５５

５２

５３ ５４

石 斧

包含層出土 石器（５）

図版２３
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５７ ５９

５６ ５８

たたき石

６７ ６８ ６９

６４ ６５
６６

６０ ６１
６２

６３

すり石、扁平打製石器

包含層出土 石器（６）

図版２４
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７４
７３

７２
７０

７１

石皿・台石

８０

７７

７８

７９
７５ ７６

砥 石 礫 土・石製品

包含層出土 石器（７）

図版２５

Ｓ＝１：１
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